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Call Homeメッセージの概要
メッセージを送信するよう Call Homeを設定すると、Cisco UCS Managerは CLI（コマンドラ
インインターフェイス）の適切な showコマンドを実行し、そのコマンドの出力をメッセージ
に添付します。

Cisco UCSでは、Call Homeメッセージが次のフォーマットで配信されます。

•ショートテキストフォーマット：ポケットベルまたは印刷されたレポートに適している
1～ 2行の障害の説明。

•フルテキストフォーマット：人間が判読するのに適している完全にフォーマットされた
メッセージ（詳細な情報付き）。

•コンピュータで読み取り可能な XMLフォーマット：Extensible Markup Language（XML）
とAdaptive Messaging Language（AML）XML schema definition（XSD）を使用します。AML
XSDは、https://www.cisco.com/の Cisco.comのWebサイトで公開されています。XML
フォーマットでは、シスコの TACとの通信が可能になります。

Cisco UCSで Call Homeのアラートが発生する障害
Smart Call HomeがCisco UCSで設定されている場合、このセクションに記載されているすべて
の障害によって Cisco Smart Call Homeシステムに対する Smart Call Homeイベントが発生しま
す。
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Call Homeのアラートが発生するすべての Cisco UCS Manager障害は、「Cisco UCS Faults」に
記載されています。Call Homeアラートの種類が各障害の「障害の詳細」のCallHomeに含まれ
ています。

Call Homeの障害についての詳細情報は、『Monitoring Details for Cisco SMARTnet Service with
Smart Call Home』の「Unified Computing System (UCS)」でも参照できます。

（注）

ファブリックインターコネクトによって発生した障害

ファブリックインターコネクトによって発生した診断障害

TestFabricPort

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト: ports_failed > 25%の場合はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、1つ以上のポートが電源投入時セルフテストまたはランタイムモニタリ
ング中にこの診断テスト失敗したために発生します。その結果、Cisco UCS Managerは影
響を受けるポートをシャットダウンします。障害が発生したポートに接続されているデバ

イスのネットワーク接続が影響を受けます。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 障害が発生したポートが拡張モジュールにある場合は、モジュールをいったん取り外
して取り付け直します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェア

インストールガイドに記載された指示に従います。

2. SFPまたは SFP+をいったん取り外して取り付け直し、SFPまたは SFP+が適切に装着
されていることを確認します。

3. 現用ポートに障害が疑われる SFPまたは SFP+を挿入します。現用ポートに障害が発
生した場合、SFPまたは SFP+が故障しています。故障した SFPまたは SFP+を交換
することを検討してください。

4. SFPまたは SFP+が動作する場合、モジュールのハードウェアが故障しています。
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1. a.固定モジュールが影響を受ける場合、ファブリックインターコネクトを交換す
ることを検討してください。

2. b.拡張モジュールが影響を受ける場合、問題のあるモジュールを交換することを
検討してください。

ハードウェアを交換するために、CiscoUCSインスタンスのダウンタイムのスケジュー
ルを設定します。

TestForwardingEngine

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト: ports_failed > 25%の場合はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

1つ以上のポートが、電源投入時セルフテストまたはランタイムモニタリング中にこの診
断テストに合格しませんでした。その結果、Cisco UCS Managerは影響を受けるポートを
シャットダウンします。障害が発生したポートに接続されているデバイスのネットワーク

接続が影響を受けます。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 障害が発生したポートが拡張モジュールにある場合は、モジュールをいったん取り外
して取り付け直します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェア

インストールガイドに記載された指示に従います。

2. SFPまたは SFP+をいったん取り外して取り付け直し、SFPまたは SFP+が適切に装着
されていることを確認します。

3. 現用ポートに障害が疑われる SFPまたは SFP+を挿入します。現用ポートに障害が発
生した場合、SFPまたは SFP+が故障しています。故障した SFPまたは SFP+を交換
することを検討してください。

4. SFPまたは SFP+が動作する場合、モジュールのハードウェアが故障しています。

1. 固定モジュールが影響を受ける場合、ファブリックインターコネクトを交換する
ことを検討してください。

2. 拡張モジュールが影響を受ける場合、問題のあるモジュールを交換することを検
討してください。
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ハードウェアを交換するために、CiscoUCSインスタンスのダウンタイムのスケジュー
ルを設定します。

TestForwardingEnginePort

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト: ports_failed > 25%の場合はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

1つ以上のポートが、電源投入時セルフテストまたはランタイムモニタリング中にこの診
断テストに合格しませんでした。その結果、Cisco UCS Managerは影響を受けるポートを
シャットダウンし、障害が発生したポートに接続されているデバイスのネットワーク接続

が影響を受けます。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 障害が発生したポートが拡張モジュールにある場合は、モジュールをいったん取り外
して取り付け直します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェア

インストールガイドに記載された指示に従います。

2. SFPまたは SFP+をいったん取り外して取り付け直し、SFPまたは SFP+が適切に装着
されていることを確認します。

3. 現用ポートに障害が疑われる SFPまたは SFP+を挿入します。現用ポートに障害が発
生した場合、SFPまたは SFP+が故障しています。故障した SFPまたは SFP+を交換
することを検討してください。

4. SFPまたは SFP+が動作する場合、モジュールのハードウェアが故障しています。

1. 固定モジュールが影響を受ける場合、ファブリックインターコネクトを交換する
ことを検討してください。

2. 拡張モジュールが影響を受ける場合、問題のあるモジュールを交換することを検
討してください。

ハードウェアを交換するために、CiscoUCSインスタンスのダウンタイムのスケジュー
ルを設定します。

TestFrontPort

[Details]
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シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト: ports_failed > 25%の場合はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

1つ以上のポートが、電源投入時セルフテストまたはランタイムモニタリング中にこの診
断テストに合格しませんでした。その結果、Cisco UCS Managerは影響を受けるポートを
シャットダウンします。障害が発生したポートに接続されているデバイスのネットワーク

接続が影響を受けます。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 影響を受けるポートに接続されたデバイスを、ファブリックインターコネクトの別の
機能するポート、または別のファブリックインターコネクトに移動します。

2. 障害が発生したポートが拡張モジュールに存在する場合は、次の手順を実行します。

1. モジュールをいったん取り外し、もう一度差し込みます。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェ

アインストールガイドに記載された指示に従います。

2. 問題が解決せず、すべてのポートがファブリックインターコネクトで動作するこ
とが必要な場合は、ダウンタイムをスケジュールし、拡張モジュールを交換しま

す。

3. 障害が発生したポートが固定モジュールにあり、すべてのポートがファブリックイン
ターコネクトで動作することが必要な場合は、ダウンタイムをスケジュール設定し、

ファブリックインターコネクトを交換します。

TestInbandPort

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、ファブリックインターコネクトへのインバンド接続が失敗しているため

に発生します。ファブリックインターコネクトは、サーバ、LANスイッチ、SANスイッ
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チなどのピアに接続するためにコントロールプレーンプロトコルのインバンド接続を使

用します。これらのコントロールプレーンプロトコルの例として、DCX、STP、LACP、
およびFSPFが含まれます。ファブリックインターコネクトは適切なコントロールプレー
ンプロトコルを実行できない場合、機能しなくなり、Cisco UCS Managerはファブリック
インターコネクト上のすべてのポートをトポロジの問題を回避するためにシャットダウン

します。

推奨処置

この障害が発生した場合は、ダウンタイムをスケジュール設定し、ファブリックインター

コネクトを交換します。

TestFabricEngine

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、ファブリック ASICが重大な障害を報告したために発生します。すべて
のポート間の接続はファブリック ASICによって異なります。したがって、Cisco UCS
Managerはファブリックインターコネクトのすべてのポートをシャットダウンします。

推奨処置

この障害が発生した場合は、ダウンタイムをスケジュール設定し、ファブリックインター

コネクトを交換します。

TestSPROM

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、モジュールタイプが不明であるため、影響を受けたモジュールを Cisco
UCS Managerでオンラインにすることができない場合に発生します。拡張モジュールで
は、Cisco UCS Managerはモジュール SPROMに保存されている情報からモジュールタイ
プを決定します。このエラーが表示された場合は、SPROMの内容のチェックサムの計算
が失敗した可能性があります。
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この障害は、拡張モジュールだけに発生します。これは固定モジュール上では発生しませ

ん。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 影響を受けるポートに接続されたデバイスを、ファブリックインターコネクトの別の
機能するポート、または別のファブリックインターコネクトに移動します。

2. モジュールをいったん取り外して取り付け直し、すべてのピンがバックプレーンに正
しく接触していることを確認します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェア

インストールガイドに記載された指示に従います。

3. 複数回再挿入しても問題が解決しない場合は、ダウンタイムをスケジュール設定し、
問題のあるモジュールを交換します。

TestOBFL

[Details]

[Severity]：[Minor]

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、オンボード障害ロギング（OBFL）のフラッシュが失敗したために発生
します。Cisco UCS Managerはこのフラッシュコンポーネントにハードウェア障害メッセー
ジを記録します。そのロギング機能は失われます。ただし、syslogなどの他のログは影響
を受けず、引き続き正常に機能できます。

この障害は、ファブリックインターコネクトの通常の動作には影響しません。障害は固定

モジュール上でのみ発生する可能性があります。拡張モジュール上では発生しません。

推奨処置

コンソールまたはシステムログに表示されたメッセージをコピーします。

http://www.cisco.com/tacで提供されているツールやユーティリティを使用して問題を調査
し、解決してください。『Release Notes for Cisco UCS Manager』および『Cisco UCS
TroubleshootingGuide』も参照してください。問題を解決できない場合は、showtech-support
コマンドを実行し、シスコのテクニカルサポートにご連絡ください。

TestLED

[Details]

[Severity]：[Minor]
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カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLIshow diagnostic result module all

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、Cisco UCS Managerがモジュールの LED制御にアクセスできない場合に
発生します。ただし、LED制御がモジュール上のその他の主要コンポーネントを制御する
同じトランスポートメカニズムを使用するため、この障害は、他の失敗を示すことがあり

ます。この障害は、モジュールまたはファブリックインターコネクトの曲がったピンが原

因で発生する可能性があります。

この障害は、拡張モジュールだけに発生します。これは固定モジュール上では発生しませ

ん。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 影響を受けるポートに接続されたデバイスを、ファブリックインターコネクトの別の
機能するポート、または別のファブリックインターコネクトに移動します。

2. モジュールをいったん取り外して取り付け直し、すべてのピンがバックプレーンに正
しく接触していることを確認します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェア

インストールガイドに記載された指示に従います。

3. この障害が再挿入後も解決しない場合、同じ障害が発生するかどうかを判別するため
に既知の良好なファブリックインターコネクトにこのモジュールを挿入します。

4. 問題が解決しない場合は、ダウンタイムをスケジュール設定し、問題のあるモジュー
ルを交換します。

ファブリックインターコネクトによって発生した環境障害

温度アラーム

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLIshow environment

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

Call Homeの障害
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この障害は通常、影響を受けるシャーシがメジャーまたはマイナーしきい値を超え、危険

なほどに高温であることを温度センサーが報告したために起こります。動作温度が下がら

なかった場合、システムは、永続的な損傷を避けるために、影響を受けるシャーシをシャッ

トダウンします。シャーシは適切なレベルに温度が回復した後、電源がオンに戻ります。

各シャーシには、動作温度を維持するために最低7個の機能しているファンが必要です。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 障害レポートに fan_failure_foundが含まれる場合は、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Manager CLIまたは Cisco UCS Manager GUIで影響を受けるファンのス
テータスを確認して、温度関連のアラームの原因がファン障害であるかどうかを

判別します。

2. 最低 7個のファンがシャーシに取り付けられ、正常に機能していることを確認し
ます。

3. ファン関連の Syslogメッセージで、障害の正確な原因を確認します。たとえば、
ファンが動作不能状態になっている可能性があります。

4. 問題を解決するため、故障したファンを交換します。

2. 障害レポートに temp_current >= maj_threshold or temp_current =< min_thresholdが含
まれる場合は、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Manager CLIまたは Cisco UCS Manager GUIで、受け入れ可能な温度お
よび電圧パラメータを表示し、排気口または吸気口の温度がメジャーまたはマイ

ナーしきい値に達しているかどうか、またはどの程度超過しているかを確認しま

す。

2. シャーシが設置されている場所が設置場所のガイドラインを満たすように、次を
確認します。

•設置場所が乾燥し、清掃され、十分に換気され、空調が整っていること。

•空調機器が正しく機能し、0～ 40 ℃の周囲温度を維持していること。

•シャーシが可能な限りオープンラックに設置されていること。閉鎖型ラック
に設置しなければならない場合は、ラックの換気が十分に行われるようにし

てください。

•周囲エアーフローが正常に動作するように遮断されていないこと。エアーフ
ローが遮断または制限されている場合、吸気が熱くなりすぎて過熱状態にな

ります。

•シャーシの通気口の周囲の隙間が少なくとも6インチ（15.24 cm）あること。

•シャーシが過密なラックに設置されていない、または別の装置ラックの横に
直接設置されていないこと。他の機器からの熱い排気が吸気口に入り込み、

過熱状態になる可能性があります。

Call Homeの障害
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•ラックの下部近くにある機器によって生成される熱風が上昇して、シャーシ
の吸気ポートに吸い込まれないこと。温風によって、過熱状態になる可能性

があります。

•他の機器からのケーブルがシャーシのエアーフローを妨害しなこと。また、
電源やカードへのアクセスの障害にならないこと。装置のメンテナンスまた

はアップグレードでケーブルを不必要に切断しないように、現場交換可能な

コンポーネントからケーブルを取り外します。

PowerSupplyFailure

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow environment

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、障害が影響を受ける電源装置に記録され、影響を受けるコンポーネント

が 1台の電源装置だけを使用しているために発生します。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 問題がある電源装置を、次のように確認します。

• Cisco UCS Manager CLIで、show environment powerコマンドを実行します。

• Cisco UCS Manager GUIで、[Equipment]タブのシャーシのノードの [PSUs]タブを
表示します。

2. 電源コードが電源装置と電源に正しく接続されていることを確認します。

3. ファブリックインターコネクトに 220Vが供給されていることを確認します（これ
は、唯一のサポートされている電源構成です）。

4. 電源が適切に挿入され、接続されていることを確認します。

5. 問題が解決しない場合は、電源装置を取り外して再挿入します。

6. 電源のライトがまだ緑ではなく、ステータスが失敗またはシャットダウンを示し続け
ている場合は、問題のある電源装置を交換します。

TEMPERATURE_ALARM ---センサー

[Details]
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シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：はい

Cisco UCS Manager CLIshow environment

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、Cisco UCS Managerが温度センサーにアクセスできないために発生しま
す。その結果、Cisco UCS Managerは影響を受けるコンポーネントの温度をモニタしたり、
調整したりできません。影響を受ける温度センサーとして、シャーシ、電源、またはモ

ジュール用があります。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. 次のようにログを表示して、失敗したセンサーのセットを確認します。

• Cisco UCS Manager CLIで、show loggingコマンドを実行します。

• Cisco UCS Manager GUIの [Admin]タブの [Faults]、[Events]、および [Audit Log]
ノードでログを表示します。

2. 失敗したセンサーが拡張モジュールまたは電源にある場合は、次の手順を実行しま
す。

1. 電源またはモジュールを取り外し、もう一度挿入します。

モジュールの挿入方法については、ファブリックインターコネクトのハードウェ

アインストールガイドに記載された指示に従います。

2. 複数回再挿入しても問題が続く場合は、問題のある電源装置またはモジュールを
交換します。

3. 失敗したセンサーが固定モジュールにある場合は、シャーシの温度を調整したりモニ
タしたりできなくなる可能性があるため、ファブリックインターコネクトを交換しま

す。

TestFAN -- fan speed speed out of range >= expected. speed rpm

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLIshow environment

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

Call Homeの障害
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説明

この障害は通常、Cisco UCS Managerが遅すぎる、または速すぎる速度で動作するファン
を検出したために発生します。誤動作しているファンは、シャーシの動作温度に影響を及

ぼすことがあります。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. ファンが予測速度で動作中の場合、ファンブレードがブロックされていないことを確
認します。

2. ファンが予測速度を超えて動作している場合は、ファンをいったん取り外し、もう一
度取り付けます。

複数のファンの欠落または故障

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLIshow environment

説明

この障害は通常、Cisco UCS Managerが複数のファンの障害を検出したために発生します。
ファンの誤動作により、動作温度が高くなり、パフォーマンスに影響して、Cisco UCS
Managerが影響を受けたコンポーネントをシャットダウンすることがあります。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. シャーシファンに障害が発生している場合は、次の手順を実行します。

1. ファンステータスを確認します。

2. 少なくとも 7台のファンがインストールされ、正しく機能していることを確認し
ます。

3. ファン関連の Syslogメッセージで、障害の正確な原因を確認します。ファンが動
作不能状態になっている可能性があります。

4. 問題を解決するため、故障したファンを交換します。

2. 電源装置のファンに障害が発生していて、電源が正常に動作している場合は、次の手
順を実行します。

1. ファンステータスを確認します。

2. 電源装置をいったん取り外して取り付け直し、ファンが動作しているかどうかを
確認します。

Call Homeの障害
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3. 問題が解決しない場合は、電源装置を交換してください。

1個のファンの欠落または故障

[Details]

[Severity]：[Minor]

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLIshow environment

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

この障害は通常、Cisco UCS Managerが 1個のファンが欠落しているか故障したことを検
出しために発生します。単一の欠落または誤動作しているファンは、パフォーマンスに影

響しません。シャーシを動作可能にするには、少なくとも 7個のファンが必要です。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次の処理を実行します。

1. シャーシファンに障害が発生している場合は、次の手順を実行します。

1. ファンステータスを確認します。

2. 少なくとも 7台のファンがインストールされ、正しく機能していることを確認し
ます。

3. ファン関連の Syslogメッセージで、障害の正確な原因を確認します。ファンが動
作不能状態になっている可能性があります。

4. 問題を解決するため、故障したファンを交換します。

2. 電源装置のファンに障害が発生していて、電源が正常に動作している場合は、次の手
順を実行します。

1. ファンステータスを確認します。

2. 電源装置をいったん取り外して取り付け直し、ファンが動作しているかどうかを
確認します。

3. 問題が解決しない場合は、電源装置を交換してください。

syslogによって発生した障害
機能のライセンスがインストールされていない、評価用ライセンスである、DD HHに期限が
切れる

[Details]
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シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLI: show logging

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

影響を受ける機能用にインストールする評価ライセンスが猶予期間で動作しています。猶

予期間はログに表示される日付に期限切れになり、その時点でCisco UCS Managerが機能
をディセーブルにします。詳細については、『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide』
または『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の「Licensing」の章の指示に従いま
す。

パフォーマンスへの影響は、影響を受ける機能が実装されているかどうかに左右されま

す。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次のいずれかのチャネルを通して影響を受ける機能の永久ラ

イセンスを取得します。

•最寄りのシスコ営業担当者にお問い合わせください。

• https://www.cisco.com/c/en/us/buy.htmlにある発注ツールを使用します。

機能のライセンスが HH MMに期限切れになる

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLI: show logging

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

影響を受ける機能用にインストールされた評価ライセンスが、アラートにリストされてい

る時間数および分数内に期限切れになります。その期間を過ぎると、Cisco UCS Manager
はこの機能をディセーブルにします。詳細については、『Cisco UCS Manager CLI
Configuration Guide』または『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の「Licensing」
の章の指示に従います。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次のいずれかのチャネルを通して影響を受ける機能の永久ラ

イセンスを取得します。

•最寄りのシスコ営業担当者にお問い合わせください。

Call Homeの障害
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• https://www.cisco.com/c/en/us/buy.htmlにある発注ツールを使用します。

機能のライセンスが期限切れになっている

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLI: show logging

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

影響を受ける機能用にインストールされている評価ライセンスの期限が切れ、Cisco UCS
Managerが機能をディセーブルにしました。詳細については、『Cisco UCS Manager CLI
Configuration Guide』または『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の「Licensing」
の章の指示に従います。

推奨処置

この障害が発生した場合は、次のいずれかのチャネルを通して影響を受ける機能の永久ラ

イセンスを取得します。

•最寄りのシスコ営業担当者にお問い合わせください。

• https://www.cisco.com/c/en/us/buy.htmlにある発注ツールを使用します。

機能のライセンスファイルが見つからない

[Details]

シビラティ（重大度）：やや重大

カスタマ通知：はい

サービスリクエスト：いいえ

Cisco UCS Manager CLI: show logging

Call Homeのサポート: 3.0、3.1

説明

影響を受ける機能に対して以前にインストールされたライセンスがファブリックインター

コネクトの設定ストレージに見つからず、Cisco UCS Managerが機能を無効にしました。
この問題は、フラッシュ破損などのまれな状況で発生する可能性があります。詳細につい

ては、『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide』または『Cisco UCS Manager GUI
Configuration Guide』の「Licensing」の章の指示に従います。

推奨処置

この障害が発生した場合は、ライセンスのバックアップからライセンスを再インストール

します。
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Cisco UCSの障害と Call Homeのプライオリティレベル
Call Homeは複数の Cisco製品ラインにまたがって存在するため、独自に標準化されたプライ
オリティレベルが開発されています。次の表に、基礎となる Cisco UCSの障害レベルと Call
Homeのプライオリティレベルをマップする方法について説明します。

表 1 : Cisco UCSの障害と Call Homeのプライオリティレベルのマッピング

SCHプライオリティCall HomeプライオリティdsfdsUCS障害

—(9) Catastrophic—

—(8) Disaster—

—(7) Fatal—

Major(6) Critical(6) Critical

Major(5) Major(5) Major

Minor(4) Minor(4) Minor

[マイナー（Minor）](3) Warning(3) Warning

Minor(2) Notification—

Minor(1) Normal(1) Info

Call Home情報が電子メール形式で送信された場合、プライオリティレベルおよび障害は次の
場所に表示されます。

• SCHプライオリティは電子メールのサブジェクト行で送信されます。

• Call Homeのプライオリティは電子メールメッセージの [Severity Level:]ヘッダーとして送
信されます。

• UCS障害情報は電子メールの本文に付加されます。

• UCS障害のシビラティ（重大度）は [severity=]として添付ファイル内で識別されます。

Call Homeの障害
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


